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学会紹介

生体医工学は、医学に工学技術を取り入れて、生命現象を明らかにするとともに、
診断や治療に有効な手段を提供する、新しい専門分野です。日本生体医工学会
は、大学や研究機関などで行った生体医工学分野の研究成果を発表し、情報交
換を行う機会を提供しています。



日本生体医工学会

法人格：公益社団法人

設立： 1962年11月10日

会員数：2700名

学術集会：日本生体医工学会大会（今年は59回）

生体医工学シンポジウム

刊行誌：（和文誌)生体医工学 （300号）
論文誌と学会誌を兼ねる

(英文誌）Advance Biomedical Engineering
オンラインのみー現在は掲載料無料



Advance Biomedical Engineering

刊行：電子媒体

掲載論文数： 年間約25本

編集体制：

Editor-in-Chief (和文誌も兼務） 3
Editors                                    5
Secretary 2
International Advisory Board     18
Editorial Board Member 27

生体医工学シンポジウム発表論文には特別な編集体制を組む

査読時間：投稿から出版まで約15週間



コンサルタントの概要

Dr. Dugald McGlashan
Dr. Caroline Hadley

JIF（Impact Factor）の取得・国際プレゼンスの向上

論文誌の目的：情報交換の場(Forum)の提供、特に若手研究者の論文刊行の機会提供

DOAJ収載

DOAJ収載申請

CCライセンスを記載した論文の刊行

ITA（Instruction to Authors)の修正

Aims and Scopeの見直し

論文誌の課題抽出

ホームページ更新

2019年11月
～2020年2月

2020年3月

2020年3月31日

2019年7月～10月

中期目標

最終目標

長期目標



ジャーナルに対する課題意識

論文誌の目的
- 生体医工学に関する情報交換の場(Forum)の提供
- 特に若手研究者の論文刊行の機会提供

目的達成の方法（最終目標）
- 国際プレゼンスの向上
- JIF（Journal Impact Factorの取得）

方策（コンサルティング前）
- Clarivate Analytics社との定例打合せ
- 主要学会（特に国際学会）での宣伝活動
- 掲載論文の国際化率の向上
- Review論文の掲載推進
- 被引用率の向上（Citationの呼びかけ）

JIF取得後、適当な時期

に掲載料を有料化して
学会運営にも資するよ
うにしたい



ジャーナルに対する課題意識

論文誌の目的
- 生体医工学に関する情報交換の場(Forum)の提供
- 特に若手研究者の論文刊行の機会提供

目的達成の方法（最終目標）
- 国際プレゼンスの向上
- JIF（Journal Impact Factorの取得）

コンサルティング（2019年8月4日）

論文誌の発展計画とその実現には、編集委員会メンバーの能力だけでな
く、学会の目的と熱意（aims and ambition：方向とそれに向けたパワー）を
考慮しなければならない。

あらゆる要素（基金、編集内容、出版技術、財政的安定性、マーケティン
グなど）の改善に努力することになるが、優先順位が必要である。



中長期目標と実施内容

中期目標（年度内）

- Aims and Scope の見直し

- ITA（Instruction to Authors）の修正

- Websiteの更新

- 編集委員会発展のための現状分析

長期目標（来年度以降）

- 編集委員会の再構成

- COPE加入、JIF申請、MEDLINE/Pubmedのindexing

- DOAJ収載申請 ← 最終目標（JIF取得）に向けた分かりやすい目標

- 編集委員会企画特別号の導入

- その他

キックオフミーティング
（9月20日）

年度内に実施

余裕があれば年度内に実施

優先度を修正し、



スケジュール（実施内容確定まで）

6月27日 Initial Meeting

7月12日 質問紙回答

8月5日 質問紙分析結果

9月20日 Kick-off Meeting

5月17日 第１回理事会

8月7日 第２回理事会

10月7日 改善プラン

10月4日 第３回理事会

事前打ち合わせ9月3日

10月9日 意見書

10月11日 改善プラン（実施内容）確定

INLEXIO社 学会
（プロジェクトメンバー）

学会
（理事会）

JST

（分析）

（分析結果検討）

（改善プラン検討）

（調整）



スケジュール（実施内容確定後）

INLEXIO社 学会
（プロジェクトメンバー）

学会
（理事会）

JST

10月21日 Aims & Scope
ITA 原案

2月25日 Website 改善案

11月28日 修正意見

12月15日 同修正1案

1月8日 修正意見

3月13日 Final Meeting （中止）

3月16日 第４回理事会（延期）

3月末 DOAJ収載申請（予定）

（修正１案検討）

（原案検討）

2月18日 同修正2案 （修正２案検討・確定）

（Website更新）
（CC-license論文公開）
（DOAJ収載申請準備）

1月17日 第３回理事会

（修正意見検討）

（修正意見検討）

（Website 改善案検討）



BEFORE & AFTER

Website

ITA

CC license

- Before - - After -



学会内の議論

理事会での議論

第１回理事会（ 5月17日）： JSTのジャーナルプレゼンス強化事業への提案を報告

第２回理事会（ 8月 7日）：採択と概略日程を報告

第３回理事会（10月 4日）：キックオフミーティング（9月20日）の経過を報告
Aims and Scope, ITAの大幅な修正および
CCライセンスの取得、DOAJ収載申請を承認
（著作権譲渡を受けるのはやめ、著者とは契約を締結）
Aims and Scope, ITAの修正内容は編集委員会に一任

第４回理事会（ 1月17日）：進捗状況を報告

第５回理事会（ 3月に予定されていたが4月に延期）：最終報告（予定）

プロジェクトメンバーのうち４名が理事会構成員であり、報告や承認に問題はなかった

理事会審議の山場



まとめと感想

論文誌改善の基本的な考え方を学んだ。

Aims and ScopeやITAの問題点がわかり、年度内に修正も完了した。

オープンアクセス化の潮流を把握することができ、CCライセンス表記の
論文が公開できた。

学会側業務が本務等により遅滞することもあったが、INLEXIO社側の積
極的な推進により期待以上の改善ができた。

ありがとうございました

プロジェクトメンバー
木村裕一（理事長）
横澤宏一（理事・編集委員長）
福岡 豊 （理事・編集委員長）
王 鋼 （編集委員長）
永岡 隆 （理事会幹事）
笠原匡彦（編集部）


